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３ 石巻市 
移転元地の持続可能な管理・運営の実現に向けた

官民連携による取組の推進 

 
 
 
 

所 在 地：宮城県石巻市 

主な用途：公園と水辺を活かした様々な

体験・活動・交流・情報発信

の場 

■ 位置図 
 
 
 

 

 

１．目的と背景 

持続可能な管理･運営の実現のため、官民連携による社会実
験を通してマネジメント体制を構築し、管理・運営を担うプラッ
トホームの形成等の取組を推進 
・中瀬は震災後、移転元地を含む地区の大部分が公園区域

に指定され、活用方法等について検討してきたものの、

具体的な成果は得られていなかった。 

・令和 5 年度にプレイヤー候補となる有志と行政で土地活

用ビジョンを策定。 

・令和 6 年度では、社会実験やマネジメント会議により事

業化の方向性を共有。 

・今年度は情報発信や社会実験を継続しながら、管理・運営

を担うプラットホームの形成に向けた検討を行う。 

 

 

 

 
 

① 継続したマネジメント会議の実施による、官民が連携した事業化の検討 
② 多様な手段での情報発信による、中瀬の取り組みの周知と市民を巻き込んだ社会実験を実施 
③ 自走していくための管理・運営を担うプラットホーム形成に向け、組織体や事業スキームを検討 

ポイント 

＜今後の方向性＞ 
 社会実験を継続・充実させるとともに、ハンズオン支援事業終了後の自走を見据えた維持管理運営を担う

組織体の設立・運用と官民連携のための事業スキーム（仕組み）づくり。 
 新規プロジェクト（拠点整備に向けた管理棟の基本計画策定、歴史等情報受発信のシステムの構築、地

域連携商品開発）の継続的な取り組み 

＜令和 6年度の取組成果＞ 
 マネジメント会議を設置・開催し、管理・運営を見据えた事業化の方向性（組織イメージ）が明確化。 
 各種社会実験を実施し、中瀬に求められるニーズと目指している方向性が合致していることを確認。 
 講演会等に参加した市民との将来イメージの共有化により、つながり（コミュニティ）が形成。 

 
＜今年度（令和 7年度）の取組成果＞ 
 マネジメント会議を開催し、先進事例を参考とした組織体制や事業スキームを検討。 
 生活情報誌「んだっちゃ」や市 HP、市 SNS等による広報活動により、中瀬での取り組みの周知や市民を巻

き込んだ社会実験・ワークショップ等を開催。 
 各社会実験の継続的な実施により、事業化を見据えた具体的な取り組み内容や課題等について明確化。 

工事中の様子（R8.2） 中瀬全景（R7.11） 
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２．取組にあたっての課題 

過年度の成果を受け、今後管理・運営を担う組織体の構築に向けては、以下のことが課題となる。 

 プラットホームの形成に向けた、マネジメント体制への移行 
 社会実験の継続と充実及び事業化への移行 
 新しい課題の解決のための組織づくりと社会実験等の活動開始 
 維持管理運営を担う組織体の設立に向けた事業計画（案）の立案 

３．今年度の取組項目 

これまでの社会実験やマネジメント会議を踏まえ、事業化や管理運営体制の構築に向け、以下の取

組を実施。 

Ⅰ 市民への情報発信と共有（共感）による、多様な主体の連携体制、取組継続と仲間集め 

 生活情報誌や市報、SNS等を用いた情報発信により、市民を巻き込んだ取り組みを実施。 

Ⅱ 社会実験の継続的な実施と実際に継続可能な収支での事業化の取り組み 

 今後事業化を見据えた、事業計画（案）の検討。 

Ⅲ 管理・運営を担う組織づくりへの発展と、官民連携の収支構造・仕組みづくり 

 継続したマネジメント会議実施による、組織体制や事業スキームの検討。 

４．取組経過や主な調整プロセス 

５～8 月 官民のメンバーによる全体マネジメント会議を開催し、今年度の
取り組み内容とゴールについて確認。各社会実験の実施や新プ
ロジェクト始動に向けた準備・調整。 

► 今年度のマネジメント会議は、各プロジェクトのリーダー等を主体と

する体制へと変更し、プラットホーム形成に向けた議論を進行。  

► 市民を巻き込んだ中瀬ガーデンのガイダンスや WS、地元高校と連携し

たなかぜハニーの体験型社会実験を開催。p3-4 写真 1.3 参照 

9～11 月 マネジメント会議を開催し管理・運営の方針をとりまとめるととも 
に、各種社会実験や情報発信、講演会、WS を実施。 

► マネジメント会議を開催し、事例視察を踏まえた事業性の検討

や将来の管理・運営体制について検討。 

► 植樹 WS や自然環境創造セミナー、BBQ を実施。p3-4 写真 2.4.5 参照 

► 新規プロジェクト（歴史等情報受発信、拠点整備、地域連携商品）の

組織立ち上げについて検討・調整。 p3-4 図１.2 参照 

► 生活情報誌「んだっちゃ」やチラシの配布による情報発信により、各

社会実験の周知と参加者を募集。p3-4 写真 7.8.9 参照 

12～３月 マネジメント会議を開催し、プラットホーム形成に向けた、管理・
運営体制や事業スキームについてとりまとめる。 

► 引き続き社会実験（冬のデイキャンプ）を実施し、事業性を検討。 

地元新聞記事に取り組みの様子が掲載された。p3-4 写真 6.10 参照 

► 石巻版の官民連携手法【PFI（民間企業との連携）＋CFI（造語：コミュ

ニティとの連携）】を検討。p3-5 図 3 参照 

► 先進地を参考とした管理・運勢組織「（仮）なかぜマネジメント」と

市が連携した事業スキームについて検討。 

 

ポイント③ 
継続的に自走して
いくための管理・運
営を担うプラットホ
ーム形成に向け、組
織体や事業スキーム
を検討。 

ポイント① 
継続したマネジメン
ト会議の実施によ
る、官民が連携した
事業化の検討 

ポイント② 
多様な手段での情
報発信による、中瀬
の取り組みの周知
と、市民を巻き込ん
だ社会実験を実
施。 
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■ マネジメント会議と実施体制 

実施主体： 

 庁内推進主体：石巻市建設部都市計画課 

 関係部署：観光政策課、SDGｓ移住定住推進課、教育委員会（連携予定） 

 専門家による支援：三島由樹（(株)フォルク） 

 マネジメント会議メンバー：（株）街づくりまんぼう、（一社）まちとひとと、（株）スタジオフ

ッド、（一社）ウィーアーワン北上、石巻二ホンミツバチの会、  他 

 支援業務：（株）ドーコン（専門的知見による運営・社会実験支援等をハンズオン支援業務により実施） 

 

■ 取組工程 
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■ 取組成果や重要な検討資料等 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 8 WS チラシ 写真 9 セミナーチラシ 

【拠点整備】 

図 2  拠点活動と必要機能 
写真 10 新聞記事（R8.2.18） 
（提供：石巻日日新聞社） 

写真 5 中瀬で BBQ 
（地元食材を使用） 



 

3-5 

１ 

２ 

３ 

４ 

【管理運営体制・事業スキーム】 

・中瀬公園土地活用マネジメント会議では、 “地元企業が参画した特別目的会社とマネジメン

ト会議を母体としたコミュニティが連携した組織体による整備から運営・維持管理までを一括し

て一定期間担うことのできる”事業スキームを検討。 

・PFI 的手法を取り入れつつ性能発注によりコストを抑え、市民が継続的に関わり続けられる仕

組み「石巻版官民連携（PFI＋造語：CFI※）」を目指す。 

※CFI…Communitiy Finance Initiative 

 

 

図 3  事業スキームと管理・運営体制の検討状況 



 

3-6 

１ 

２ 

３ 

４ 

５．今年度の取組成果 

成果１ マネジメント会議を開催し、先進事例を参考とした組織体制や事業スキームを検討。 
► 過年度から継続したマネジメント会議での議論や先進的な取り組みを行っている事例地の組織

体制を参考に、中瀬での組織体制や事業スキームを検討し、官民連携事業スキーム案を作成。 

成果２ 生活情報誌「んだっちゃ」や市 HP等による広報活動により、中瀬での取り組みの周知や市民を巻き込ん
だ社会実験やワークショップ等を開催。 

► 中瀬の取り組みについて、生活情報誌「んだっちゃ」や市 HP、市 SNS、新聞記事などのメデ

ィアで情報発信しながら社会実験やワークショップを開催したことで、延べ 280 人以上の参

加があり、市民への浸透が進んでいることを確認。 

成果３ 各社会実験の継続的に実施により、事業化を見据えた具体的な取り組み内容や課題について明確化。 
► 過年度から継続した社会実験の実施や事例視察により、事業化を見据えた調整すべき点や課

題（価格設定や初期費用等、コアメンバーの確保）について明確化。 

６．今後の方向性 

継続的な取り組みと将来の自走を見据えた維持管理運営を担う組織体の設立、事業スキームの検討 
 社会実験を継続・充実させるとともに、ハンズオン支援事業終了後の自走を見据えた維持管理

運営を担う組織体の設立・運用と官民連携のための事業スキーム（仕組み）づくり。 

 新規プロジェクト（拠点整備に向けた管理棟の基本計画策定、歴史等情報受発信のシステムの

構築、地域連携商品開発）の継続的な取り組み 

中長期スケジュール・フロー図等 

７．取組主体・関係者の声 
これまでの状況や今回の取り組みにおける工夫や苦労など 
 いくつかの公募型社会実験事業を実施することができた結果、マネジメントのメンバー、社会実

験プロジェクトのメンバーともに、将来像のリアリティや実現化のイメージが高まった。 

 各種メディアでの紹介により市⺠への周知が図られ、参

加者から多くの意見や期待の言葉を頂くことができた。 
 

ハンズオン支援事業で今回取り組んだ感想など 
 復興庁との定期的な会議（意見交換）は、事業の進捗状

況の確認・管理と課題の解決を図るための相談をさせて

頂く上で重要な役割を果たし、大きな支援となった。 

STEP 1（R5～6 年度） 

１ ビジョンの策定・公表 
２ 社会実験の開始 
①中瀬ガーデン 

②中瀬自然環境創造（なかぜハニー） 

③水上アクティビティ 

④水辺のデイキャンプ 

３ 管理・運営体制の検討 

ビジョン 

事業 

組織 

STEP２（R7～8 年度） 

１ ビジョンの周知 
２ 社会実験の継続 
①中瀬ガーデン 

②中瀬自然環境創造（なかぜハニー） 

③水上のデイキャンプ 

④歴史等情報受発信 

⑤受け皿となる拠点づくり 

⑥地域連携と商品サービス開発 

３ 管理・運営体制の検討・構築 

STEP３（R9 年度以降） 

中瀬公園の 

供用開始（予定） 

 
 

官民連携組織の 
運営開始（予定） 

▲石巻市建設部都市計画課 

山邊主任技師（左）打矢係長（右） 




